第３２回宇都宮市民芸術祭　工芸部門審査所感
審査員・運営委員　谷　口 勇　三　
　この様な時期に，昨年より多くの出品を得，数の上でも又，一点一点の作品内容でも，創れる側に居る喜びを強く感じました。種目も多様に渡り，それぞれ，創意が個性的で自由でした。創る気持ちとして，持つべき大切な気持ちが伝わってきました。人形の出品に，力作を複数見，レベルの高さを感じました。市民芸術祭賞の一点は，小さな２体の作品ではありますが，子ども２人の性格，年齢差まで感じられる力作です。陶芸は，例年より，少々，おとなしかった様です。準市民芸術祭賞の陶芸の作品も，もう一回り半ボリュームがあれば，高い評価になったかと思います。織りの準市民芸術祭賞の一点は，青を基調とした，非常にさわやかな気持ちのいい作品に仕上がっています。欲を言って期待すれば，各自がもう一歩もう一工夫すると，よりすばらしい作品群になると思います。期待します。

